
   取組点検指標を用いた取組確認結果（西三河地域） 

 

１ 背景 
・水循環再生地域行動計画に定めた取組を着実に推進するため、各地域協議会に
設置した行動計画フォローアップチームが中心となり、行動計画の進捗状況を
点検・把握するために｢取組点検指標｣を平成２０年度に取りまとめました。 

・｢取組点検指標｣は｢地域共通の取組｣（下水道整備や雨水貯留・浸透施設の設置
補助などの地域で広く実施されている基盤的な取組）と｢流域別の取組｣（地域
住民による水源地と上下流交流、湿地の保全など地域に根ざした取組）が設定
されています。 

・｢地域共通の取組｣は水循環の４つの機能である｢きれいな水｣、｢豊かな水｣、｢多
様な生態系｣、｢ふれあう水辺｣の項目で、｢流域別の取組｣は水循環再生に向け
た取組テーマである｢森づくり｣、｢郷づくり｣、｢まちづくり｣、｢川、里海づく
り｣の項目で設定されており、平成２１年度から取組状況の確認を行っていま
す。 

 
２ 平成２４年度取組実績 
・西三河地域水循環再生地域協議会構成員４１団体が実施した６８の取組（地域
共通の取組２０ 流域別の取組４８）について実績を把握しました。（集計結
果は別表参照） 

・地域共通の取組について、｢きれいな水｣の代表的な取り組みである、生活排水
処理施設の整備（下水道整備、合併処理浄化槽の普及）が進んだことにより、
汚水処理人口普及率が年々上昇しています。また、下水道施設の高度処理の導
入も着実に進んでいます。 

・流域別の取組について、合流式下水道の改善や調整池の整備、干潟の造成等の
ハード整備が着実に実施されています。また、矢勝川河川清掃や油ヶ淵浄化デ
ー等の住民主体の清掃活動や、環境保全型農業の推進、「水のかんきょう楽校」
等のイベントも継続的に実施されています。 

・以上のことから、イベント等への参加数は増減があるものの、下水道整備等や
調整池等のハード整備は着実に実施されており、水循環に関する取組は着実に
推進されています。 

 

 

取組数

きれいな水 10

豊かな水 3

多様な生態系 5

ふれあう水辺 2

矢作川等流域 22

境川等流域 9

油ケ淵等 11

三河湾沿岸域（知多半島等） 6

項目

地
域
共
通
の
取
組

流
域
別
の
取
組

○生活排水処理施設の整備
　下水道の整備
　合併処理浄化槽の基数割合
　汚水処理人口普及率
　高度処理実施率

H21　69.4%　→　H24　73.5%
H21　25.3%　→　H24　29.7%
H21　83.3%　→　H24　86.9%
H21　69.4%　→　H24　73.2%

○水源域の森林整備
　　間伐面積　　　　　　H21年　322.19ha　　H22年　245.15ha　　H23年　283.74ha   H24年度　263.44ha
　
○調整池の整備（安城市）
　　整備容量　　　　　　H21年　2,763 　　H22年　2,288 　　　H23年　8,580 　　H24年度　20,508 

○油ヶ淵等の清掃活動
　　のべ参加人数　　　H21年　3,380人　   H22年　3,350人　  H23年　3,050人      H24 4,032人
　　ごみの量　　　　　  H21年　2,040kg　　 H22年　1,300kg　　H23年　3,740ｋｇ 　　H24  5,860kg

代表的な取組

資料２ 
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、

雨
水

浸
透

管
・
側

溝
、

透
水

性
舗

装
な

ど
）
の

設
置

に
補

助
し

た
件

数

・
か

ん
養

機
能

向
上

の
た

め
の

雨
水

貯
留

浸
透

施
設

の
設

置
を

推
進

す
る

。

各
構

成
員

構
成

員
が

整
備

し
た

た
め

池
の

箇
所

数
・
多

面
的

機
能

を
持

つ
た

め
池

の
保

全
を

推
進

す
る

。

県
水

地
盤

環
境

課
水

生
生

物
調

査
の

実
施

箇
所

数
、

の
べ

参
加

人
数

県
下

水
道

課
汚

水
処

理
人

口
普

及
率

＝
汚

水
処

理
人

口
/
行

政
人

口
×

1
0
0

2



平
成

２
１

年
度

平
成

２
２

年
度

平
成

２
３

年
度

平
成

２
４

年
度

め
ざ

す
姿

指
標

と
す

る
取

組

指
標

と
す

る
項

目
を

報
告

す
る

機
関

指
標

の
説

明
取

組
内

容

指
標

と
す

る
項

目

整
備

延
長

(k
m

)
整

備
延

長
(k

m
)

整
備

延
長

(k
m

)
整

備
延

長
(k

m
)

1
0
5
km

1
0
8
km

1
0
9
km

干
潟

・
浅

場
造

成
面

積
（
h
a）

干
潟

・
浅

場
造

成
面

積
（
h
a）

干
潟

・
浅

場
造

成
面

積
（
h
a）

干
潟

・
浅

場
造

成
面

積
（
h
a）

き
れ

い
な

水
参

照
き

れ
い

な
水

参
照

き
れ

い
な

水
参

照
き

れ
い

な
水

参
照

整
備

箇
所

数
整

備
箇

所
数

整
備

箇
所

数
整

備
箇

所
数

き
れ

い
な

水
参

照
き

れ
い

な
水

参
照

き
れ

い
な

水
参

照
き

れ
い

な
水

参
照

実
施

回
数

（
回

）
実

施
回

数
（
回

）
実

施
回

数
（
回

）
実

施
回

数
（
回

）

き
れ

い
な

水
参

照
き

れ
い

な
水

参
照

き
れ

い
な

水
参

照
き

れ
い

な
水

参
照

実
施

箇
所

数
実

施
箇

所
数

実
施

箇
所

数
実

施
箇

所
数

き
れ

い
な

水
参

照
き

れ
い

な
水

参
照

き
れ

い
な

水
参

照
き

れ
い

な
水

参
照

の
べ

参
加

人
数

（
人

）
の

べ
参

加
人

数
（
人

）
の

べ
参

加
人

数
（
人

）
の

べ
参

加
人

数
（
人

）

き
れ

い
な

水
参

照
き

れ
い

な
水

参
照

き
れ

い
な

水
参

照
き

れ
い

な
水

参
照

実
施

箇
所

数
実

施
箇

所
数

実
施

箇
所

数
実

施
箇

所
数

8
2
箇

所
6
8
箇

所
5
3
箇

所
の

べ
参

加
人

数
（
人

）
の

べ
参

加
人

数
（
人

）
の

べ
参

加
人

数
（
人

）
の

べ
参

加
人

数
（
人

）

2
,9

0
6
人

2
,5

0
8
人

2
,1

7
4
人

整
備

延
長

(k
m

)
整

備
延

長
(k

m
)

整
備

延
長

(k
m

)
整

備
延

長
(k

m
)

多
様

な
生

態
系

参
照

多
様

な
生

態
系

参
照

多
様

な
生

態
系

参
照

多
様

な
生

態
系

参
照

実
施

回
数

（
回

）
実

施
回

数
（
回

）
実

施
回

数
（
回

）
実

施
回

数
（
回

）

き
れ

い
な

水
参

照
き

れ
い

な
水

参
照

き
れ

い
な

水
参

照
き

れ
い

な
水

参
照

実
施

箇
所

数
実

施
箇

所
数

実
施

箇
所

数
実

施
箇

所
数

き
れ

い
な

水
参

照
き

れ
い

な
水

参
照

き
れ

い
な

水
参

照
き

れ
い

な
水

参
照

の
べ

参
加

人
数

（
人

）
の

べ
参

加
人

数
（
人

）
の

べ
参

加
人

数
（
人

）
の

べ
参

加
人

数
（
人

）

き
れ

い
な

水
参

照
き

れ
い

な
水

参
照

き
れ

い
な

水
参

照
き

れ
い

な
水

参
照

水
生

生
物

調
査

（
再

掲
）

県
水

地
盤

環
境

課
水

生
生

物
調

査
の

実
施

箇
所

数
、

の
べ

参
加

人
数

・
 水

生
生

物
を

指
標

と
し

た
水

質
調

査
の

実
施

と
調

査
へ

の
支

援
。

多
様

な
生

態
系

－

・
 河

川
・
海

岸
の

清
掃

を
行

う
。

－
・
多

様
な

生
態

系
の

維
持

や
水

質
浄

化
、

景
観

の
維

持
な

ど
の

多
面

的
な

機
能

を
持

つ
干

潟
・
浅

場
の

保
全

・
再

生
を

推
進

す
る

。

た
め

池
の

保
全

（
再

掲
）

－

河
川

・
海

岸
の

清
掃

（
再

掲
）

・
 河

川
・
海

岸
の

清
掃

を
行

う
。

・
 河

川
全

体
の

営
み

を
視

野
に

入
れ

地
域

の
歴

史
文

化
と

の
調

和
に

配
慮

し
、

河
川

が
本

来
有

し
て

い
る

生
物

の
生

息
・
生

育
・
繁

殖
環

境
及

び
多

様
な

河
川

景
観

を
保

全
・
創

出
す

る
。

干
潟

・
浅

場
の

保
全

・
再

生
（
再

掲
）

多
自

然
川

づ
く

り

県
河

川
課

県
内

全
域

で
の

実
績

－
－

－
－

ふ
れ

あ
う

水
辺

多
自

然
川

づ
く

り
（
再

掲
）

－
－

・
 河

川
全

体
の

営
み

を
視

野
に

入
れ

地
域

の
歴

史
文

化
と

の
調

和
に

配
慮

し
、

河
川

が
本

来
有

し
て

い
る

生
物

の
生

息
・
生

育
・
繁

殖
環

境
及

び
多

様
な

河
川

景
観

を
保

全
・
創

出
す

る
。

－
・
多

面
的

機
能

を
持

つ
た

め
池

の
保

全
を

推
進

す
る

。

河
川

・
海

岸
の

清
掃

（
再

掲
）

3



西
三

河
地

域
　

流
域

別
の

取
組

点
検

指
標

及
び

取
組

実
績

平
成

2
1
年

度
実

績
平

成
2
2
年

度
実

績
平

成
2
3
年

度
実

績
平

成
2
4
年

度
実

績
水

源
地

域
の

森
林

整
備

間
伐

面
積

（
h
a）

間
伐

面
積

（
h
a）

間
伐

面
積

（
h
a）

間
伐

面
積

（
h
a）

・
 （

財
）
矢

作
川

水
源

基
金

の
水

源
林

対
策

事
業

に
対

し
負

担
金

を
支

出
し

、
県

と
流

域
市

町
村

が
一

体
と

な
っ

て
水

源
地

域
の

森
林

整
備

及
び

作
業

路
新

設
へ

の
助

成
を

行
う

。
6
9
.4

0
%

2
4
5
.1

5
h
a

2
8
3
.7

4
h
a

2
6
3
.4

4
h
a

お
と

川
リ

バ
ー

ヘ
ッ

ド
大

作
戦

参
加

人
数

（
人

）
参

加
人

数
（
人

）
参

加
人

数
（
人

）
参

加
人

数
（
人

）

・
 自

然
環

境
啓

発
イ

ベ
ン

ト
と

し
て

、
森

林
の

除
間

伐
、

枝
打

ち
、

植
樹

等
を

行
う

。
1
2
8
人

1
8
人

4
3
人

3
6
人

豊
田

市
1
0
0
年

森
づ

く
り

構
想

間
伐

面
積

（
h
a）

間
伐

面
積

（
h
a）

間
伐

面
積

（
h
a）

間
伐

面
積

（
h
a）

・
 平

成
1
9
年

3
月

に
「
豊

田
市

森
づ

く
り

条
例

」
を

制
定

。
・
 森

林
の

施
業

方
法

等
を

示
す

「
豊

田
市

1
0
0
年

の
森

づ
く
り

構
想

」
を

策
定

す
る

。
1
,4

7
7
h
a

1
,4

0
4
h
a

1
,3

8
3
h
a

1
,1

1
2
h
a

自
然

環
境

基
礎

調
査

の
実

施
調

査
実

施
の

有
否

調
査

実
施

の
有

否
調

査
実

施
の

有
否

調
査

実
施

の
有

否

・
 気

候
・
気

象
、

里
山

、
植

物
、

菌
類

、
動

物
な

ど
自

然
環

境
に

関
す

る
基

礎
的

な
調

査
。

有
有

有
有

湿
地

の
保

全
保

全
活

動
回

数
（
日

）
保

全
活

動
回

数
（
日

）
保

全
活

動
回

数
（
日

）
保

全
活

動
回

数
（
日

）

・
 湿

地
・
湿

原
の

保
全

整
備

を
行

う
。

2
4
日

2
4
日

2
1
日

2
1
日

湿
地

の
保

全
保

全
箇

所
数

保
全

箇
所

数
保

全
箇

所
数

保
全

箇
所

数

・
 湿

地
・
湿

原
の

保
全

整
備

を
行

う
。

6箇
所

6
箇

所
6箇

所
6
箇

所
農

業
利

水
施

設
の

環
境

整
備

整
備

箇
所

数
整

備
箇

所
数

整
備

箇
所

数
整

備
箇

所
数

・
 生

態
系

、
景

観
に

配
慮

し
た

農
業

水
利

施
設

、
た

め
池

、
水

路
の

整
備

。
・
 「

愛
知

県
た

め
池

保
全

構
想

」
に

基
づ

く
た

め
池

保
全

の
推

進
。

1
箇

所
-

-
-

水
と

み
ど

り
の

森
の

駅
事

業
参

加
人

数
（
人

）
参

加
人

数
（
人

）
参

加
人

数
（
人

）
参

加
人

数
（
人

）

・
 守

り
育

て
る

べ
き

「
自

然
環

境
」
と

守
り

育
て

る
た

め
の

「
地

域
活

動
」
が

あ
り

、
市

民
が

自
然

を
学

び
、

体
験

で
き

る
機

会
が

提
供

さ
れ

、
交

流
が

生
ま

れ
る

所
を

「
森

の
駅

」
と

位
置

づ
け

、
森

の
駅

（
4
箇

所
）
、

森
の

駅
育

成
地

区
（
5
箇

所
）
を

指
定

し
、

各
駅

で
環

境
保

全
活

動
、

自
然

観
察

会
等

を
開

催
す

る
。

1
,3

5
6
人

1
,9

8
7
人

2
,5

4
1
人

6
,4

8
1
人

合
流

式
下

水
道

の
改

善
対

策
箇

所
数

対
策

箇
所

数
対

策
箇

所
数

対
策

箇
所

数

-
-

-
-

ス
ク

リ
ー

ン
数

（
箇

所
）

ス
ク

リ
ー

ン
数

（
箇

所
）

ス
ク

リ
ー

ン
数

（
箇

所
）

ス
ク

リ
ー

ン
数

（
箇

所
）

9箇
所

　
(累

積
)

9箇
所

　
(累

積
)

12
箇

所
（累

計
）

24
箇

所
（累

計
）

総
合

治
水

対
策

の
推

進
整

備
延

長
（
m

）
整

備
延

長
（
m

）
整

備
延

長
（
m

）
整

備
延

長
（
m

）

・
 浸

水
被

害
の

軽
減

を
図

る
た

め
、

た
め

池
の

改
修

、
貯

留
地

の
整

備
を

行
う

。
-

-
-

-

調
整

池
の

整
備

整
備

容
量

（
m

3
）

整
備

容
量

（
 

）
整

備
容

量
（
 

）
整

備
容

量
（
 

）

・
 計

画
的

に
調

整
池

を
設

置
し

、
浸

水
被

害
の

軽
減

を
図

る
。

-
1
,8

7
4
 

2
,0

1
3
 

8
,6

2
4
 

水
田

貯
留

施
設

の
設

備
整

備
箇

所

・
 流

域
全

体
の

治
水

安
全

度
を

向
上

さ
せ

る
た

め
、

排
水

路
に

調
整

桝
を

設
置

し
、

上
流

の
水

田
の

雨
水

貯
留

機
能

を
増

大
さ

せ
る

こ
と

で
浸

水
被

害
の

軽
減

を
図

る
。

1
箇

所

指
標

と
す

る
項

目

安
城

市

ま
ち

づ
く
り

岡
崎

市
、

碧
南

市
、

刈
谷

市
、

豊
田

市
、

安
城

市
、

西
尾

市
、

知
立

市
、

高
浜

市
、

み
よ

し
市

、
一

色
町

、
吉

良
町

、
幡

豆
町

、
幸

田
町

、
県

土
地

水
資

源
課

（
※

報
告

機
関

：
県

土
地

水
資

源
課

）

平
成

24
年

度
か

ら
追

加

豊
田

市

豊
田

市

郷
づ

く
り

安
城

市

岡
崎

市

岡
崎

市

岡
崎

市
・
 合

流
式

下
水

道
の

改
善

の
た

め
、

吐
き

口
対

策
ｽ

ｸ
ﾘ
ｰ

ﾝ
、

遮
集

管
、

雨
水

貯
留

施
設

等
の

設
置

を
行

う
。

岡
崎

市

流
域

名
テ

ー
マ

区
分

指
標

と
す

る
取

組
実

施
機

関
名

（
構

成
員

名
）

森
づ

く
り

豊
田

市

西
三

河
農

林
水

産
事

務
所 岡

崎
市

矢
作

川
等

流
域

【
課

題
】

○
間

伐
等

の
維

持
管

理
不

足
が

山
地

崩
壊

、
流

木
発

生
の

原
因

の
ひ

と
つ

と
考

え
ら

れ
る

。

○
手

入
れ

不
足

の
人

工
林

の
増

加
が

生
物

生
息

環
境

等
に

も
影

響
を

与
え

て
い

る
。

○
ダ

ム
や

堰
な

ど
が

多
く
設

置
さ

れ
、

連
続

性
の

分
断

や
流

況
の

変
化

に
よ

る
生

物
の

生
息

環
境

に
変

化
を

も
た

ら
し

て
い

る
。

○
沿

岸
域

の
一

色
干

潟
は

三
河

湾
の

浄
化

の
た

め
、

将
来

に
わ

た
っ

て
保

全
が

必
要

で
あ

る
。

【
目

標
】

☆
上

下
流

連
携

し
た

森
林

整
備

、
瀬

や
淵

な
ど

自
然

環
境

の
保

全
に

よ
る

流
域

一
帯

の
川

づ
く
り

☆
山

か
ら

海
ま

で
を

つ
な

ぐ
鳥

、
カ

エ
ル

、
チ

ョ
ウ

、
ト

ン
ボ

な
ど

、
い

ろ
い

ろ
な

種
類

の
生

物
の

移
動

ル
ー

ト
の

確
保

☆
総

合
学

習
の

場
と

し
て

利
用

で
き

る
干

潟
な

ど
親

水
空

間
の

保
全

＜
上

流
＞

○
水

に
入

っ
て

泳
ぎ

た
く
な

る
良

好
な

渓
流

・
水

辺
環

境
＜

中
流

＞
○

水
に

入
っ

て
遊

び
た

く
な

る
良

好
な

水
辺

環
境

＜
下

流
＞

○
濁

り
や

色
が

気
に

な
ら

な
い

○
水

辺
に

近
づ

け
る

場
所

が
た

く
さ

ん
あ

る
＜

干
潟

＞
○

ア
サ

リ
や

ウ
ミ

ニ
ナ

な
ど

生
物

が
豊

か
な

干
潟

4



平
成

2
1
年

度
実

績
平

成
2
2
年

度
実

績
平

成
2
3
年

度
実

績
平

成
2
4
年

度
実

績

指
標

と
す

る
項

目
流

域
名

テ
ー

マ
区

分
指

標
と

す
る

取
組

実
施

機
関

名
（
構

成
員

名
）

干
潟

・
浅

場
の

造
成

干
潟

・
浅

場
造

成
面

積
（
h
a）

干
潟

・
浅

場
造

成
面

積
（
h
a）

干
潟

・
浅

場
造

成
面

積
（
h
a）

干
潟

・
浅

場
造

成
面

積
（
h
a）

・
 漁

場
生

産
力

の
回

復
、

水
質

浄
化

機
能

の
向

上
を

図
る

た
め

、
干

潟
浅

場
を

造
成

す
る

。
4
.7

h
a

4
.2

h
a

3
.1

h
a

1
.5

h
a

矢
作

川
水

辺
プ

ラ
ザ

事
業

整
備

箇
所

数
整

備
箇

所
数

整
備

箇
所

数
整

備
箇

所
数

・
 岡

崎
市

が
矢

作
川

沿
い

の
大

門
河

川
緑

地
と

大
門

公
園

、
堤

下
公

園
を

一
体

に
整

備
し

、
国

が
堤

防
の

拡
幅

と
低

水
護

岸
整

備
等

を
行

う
。

1
.6

7
h
a　

(累
積

)
1
.6

7
h
a　

(累
積

)
1
.6

7
h
a　

(累
積

)
1
.6

7
h
a　

(累
積

)

緩
傾

斜
護

岸
の

整
備

整
備

延
長

（
m

）
整

備
延

長
（
m

）
整

備
延

長
（
m

）
整

備
延

長
（
m

）

・
 堤

防
耐

震
化

と
と

も
に

、
安

全
で

人
々

が
快

適
に

水
辺

に
近

づ
け

る
よ

う
堤

防
の

緩
傾

斜
化

を
図

る
。

8
5
0
m

3
6
ｍ

3
5
ｍ

4
5
.5

m

矢
作

川
沿

岸
の

水
質

保
全

パ
ト

ロ
ー

ル
回

数
パ

ト
ロ

ー
ル

回
数

パ
ト

ロ
ー

ル
回

数
パ

ト
ロ

ー
ル

回
数

・
 開

発
時

に
事

業
者

と
事

前
協

議
を

行
い

、
濁

水
流

出
の

未
然

防
止

に
努

め
て

い
る

。
・
 流

域
住

民
交

流
に

よ
る

水
質

保
全

活
動

を
実

施
す

る
。

・
 工

場
排

水
、

開
発

工
事

現
場

、
廃

棄
物

処
分

場
な

ど
の

パ
ト

ロ
ー

ル
1
3
1
回

1
3
1
回

1
3
1
回

1
4
8
回

川
の

清
掃

活
動

等
実

施
回

数
（
回

）
実

施
回

数
（
回

）
実

施
回

数
（
回

）
実

施
回

数
（
回

）

4
回

1
7
回

2
7
回

2
7
回

実
施

箇
所

数
実

施
箇

所
数

実
施

箇
所

数
実

施
箇

所
数

2
箇

所
1
3
箇

所
2
2
箇

所
2
2
箇

所
の

べ
参

加
人

数
（
人

）
の

べ
参

加
人

数
（
人

）
の

べ
参

加
人

数
（
人

）
の

べ
参

加
人

数
（
人

）

3
7
6
人

1
,9

2
4
人

7
,6

8
8
人

7
,7

8
9
人

水
生

生
物

調
査

実
施

箇
所

数
実

施
箇

所
数

実
施

箇
所

数
実

施
箇

所
数

5
0
箇

所
4
6
箇

所
4
3
箇

所
4
3
箇

所
の

べ
参

加
人

数
（
人

）
の

べ
参

加
人

数
（
人

）
の

べ
参

加
人

数
（
人

）
の

べ
参

加
人

数
（
人

）

1
,9

4
3
人

1
,6

7
9
人

1
,8

3
4
人

1
,9

6
3
人

干
潟

観
察

会
の

実
施

実
施

回
数

（
回

）
実

施
回

数
（
回

）
実

施
回

数
（
回

）
実

施
回

数
（
回

）

1
回

1
回

1
回

2
回

参
加

者
数

（
人

）
参

加
者

数
（
人

）
参

加
者

数
（
人

）
参

加
者

数
（
人

）

1
4
1
人

2
0
8
人

1
7
人

9
9
人

「
水

の
か

ん
き

ょ
う

楽
校

」
（
水

源
か

ん
養

林
事

業
）

啓
発

事
業

開
催

回
数

啓
発

事
業

開
催

回
数

啓
発

事
業

開
催

回
数

啓
発

事
業

開
催

回
数

3
1
回

2
9
回

3
8
回

1
8
回

啓
発

事
業

参
加

者
人

数
（
人

）
啓

発
事

業
参

加
者

人
数

（
人

）
啓

発
事

業
参

加
者

人
数

（
人

）
啓

発
事

業
参

加
者

人
数

（
人

）

6
,0

9
4
人

6
,2

7
6
人

3
,9

1
1
人

1
,2

0
1
人

連
携

団
体

数
（
団

体
）

連
携

団
体

数
（
団

体
）

連
携

団
体

数
（
団

体
）

連
携

団
体

数
（
団

体
）

1
4
団

体
2
1
団

体
2
1
団

体
2
1
団

体

乙
川

サ
ミ

ッ
ト

の
開

催
参

加
団

体
数

（
団

体
）

参
加

団
体

数
（
団

体
）

参
加

団
体

数
（
団

体
）

参
加

者
数

（
参

加
団

体
数

）

船
遊

び
（
乙

川
観

光
船

事
業

）
参

加
者

数
（
人

）
参

加
者

数
（
人

）
参

加
者

数
（
人

）
参

加
者

数
（
人

）

・
 観

光
基

本
計

画
に

基
づ

き
観

光
振

興
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
の

重
点

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
１

つ
と

し
て

「
家

康
公

の
ま

ち
」
魅

力
創

造
事

業
で

特
に

岡
崎

公
園

・
八

帖
蔵

通
り

・
大

樹
寺

周
辺

を
結

ぶ
エ

リ
ア

を
岡

崎
観

光
の

各
拠

点
と

な
る

重
点

地
区

と
し

て
乙

川
を

利
用

し
た

新
た

な
観

光
資

源
と

し
て

観
光

船
を

浮
か

べ
観

光
客

の
誘

致
を

図
る

。

3
,8

9
4
人

3
,0

4
3
人

2
,4

6
7
人

1
,4

3
1
人

里
川

・
里

海
づ

く
り

1
5
人

（
0
団

体
）

・
 河

川
の

清
掃

を
行

う
。

流
域

市
町

、
豊

橋
河

川
事

務
所

、
県

水
地

盤
環

境
課

（
※

報
告

機
関

：
県

水
地

盤
環

境
課

）
・
 水

生
生

物
を

指
標

と
し

た
水

質
調

査
の

実
施

と
調

査
へ

の
支

援
。

県
水

産
課

岡
崎

市

1
8
団

体

西
三

河
建

設
事

務
所

矢
作

川
沿

岸
水

質
保

全
対

策
協

議
会

幸
田

町

西
尾

市
・
 干

潟
は

豊
か

な
生

態
系

を
育

む
と

と
も

に
、

海
域

の
水

質
浄

化
に

も
大

き
な

働
き

を
も

っ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
こ

の
よ

う
な

干
潟

の
機

能
を

学
習

し
、

干
潟

の
保

全
活

動
に

つ
な

げ
る

。

明
治

用
水

土
地

改
良

区

・
 明

治
用

水
土

地
改

良
区

は
、

百
年

近
く
前

か
ら

先
人

達
が

掲
げ

た
「
水

を
つ

か
う

も
の

は
水

を
つ

く
れ

」
を

合
い

言
葉

に
、

長
野

県
根

羽
村

ほ
か

で
「
水

源
の

森
」
約

５
２

５
h
aを

守
り

続
け

て
い

る
。

・
 こ

の
取

組
の

一
環

と
し

て
、

小
中

学
生

を
中

心
と

し
た

「
水

の
か

ん
き

ょ
う

楽
校

」
を

開
校

し
、

水
の

大
切

さ
・
水

源
の

森
の

役
割

・
『
水

循
環

』
な

ど
を

地
球

的
な

規
模

と
し

て
考

え
、

学
ぶ

機
会

を
提

供
す

る
。

岡
崎

市
討

論
　

4
団

体
参

加
団

体
　

不
明

1
8
団

体

岡
崎

市

矢
作

川
等

流
域

5



平
成

2
1
年

度
実

績
平

成
2
2
年

度
実

績
平

成
2
3
年

度
実

績
平

成
2
4
年

度
実

績

指
標

と
す

る
項

目
流

域
名

テ
ー

マ
区

分
指

標
と

す
る

取
組

実
施

機
関

名
（
構

成
員

名
）

水
源

涵
養

林
育

成
事

業
整

備
面

積
（
h
a）

整
備

面
積

（
h
a）

整
備

面
積

（
h
a）

整
備

面
積

（
h
a）

・
 植

樹
祭

で
ヒ

ノ
キ

の
苗

の
植

樹
を

行
う

。
0
.3

h
a

0
.3

h
a

0
.3

h
a

0
.3

h
a

湿
地

の
保

全
除

草
作

業
実

施
回

数
（
回

）
除

草
作

業
実

施
回

数
（
回

）
除

草
作

業
実

施
回

数
（
回

）
除

草
作

業
実

施
回

数
（
回

）

・
 湿

地
・
湿

原
の

保
全

整
備

を
行

う
。

3
回

3
回

3
回

3
回

た
め

池
の

保
全

-
-

-
-

・
 「

蜻
蛉

の
会

」
が

、
た

め
池

付
近

の
清

掃
、

ビ
オ

ト
ー

プ
整

備
、

緑
化

活
動

等
を

実
施

す
る

。
ビ

オ
ト

ー
プ

づ
く
り

ビ
オ

ト
ー

プ
づ

く
り

-
新

池
と

そ
の

周
辺

の
清

掃

合
流

式
下

水
道

の
改

善
ろ

過
ス

ク
リ

ー
ン

の
設

置
数

ろ
過

ス
ク

リ
ー

ン
の

設
置

数
ろ

過
ス

ク
リ

ー
ン

の
設

置
数

ろ
過

ス
ク

リ
ー

ン
の

設
置

数

7
基

7
基

3
基

3
基

堰
高

改
善

数
堰

高
改

善
数

堰
高

改
善

数
堰

高
改

善
数

7箇
所

9
箇

所
3箇

所
3
箇

所
総

合
治

水
対

策
の

推
進

-
-

-
-

・
 境

川
流

域
に

お
い

て
、

流
域

水
害

対
策

計
画

の
策

定
を

目
指

し
総

合
治

水
対

策
を

推
進

。
・
 河

道
改

修
や

、
流

域
対

策
と

し
て

雨
水

貯
留

浸
透

施
設

の
整

備
、

た
め

池
の

保
全

等
。

-
-

-
-

海
域

の
浚

渫
浚

渫
面

積
(h

a)
浚

渫
面

積
(h

a)
浚

渫
面

積
(h

a)
浚

渫
面

積
(h

a)

1.
2h

a
事

業
終

了
事

業
終

了
事

業
終

了
浚

渫
土

量
（
m

3
）

浚
渫

土
量

（
m

4
）

浚
渫

土
量

（
m

4
）

浚
渫

土
量

（
m

4
）

1
1
,0

0
0
m

3
事

業
終

了
事

業
終

了
事

業
終

了
調

整
池

の
整

備
整

備
容

量
（
ｍ

3
）

・
 計

画
的

に
調

整
池

を
設

置
し

、
浸

水
被

害
の

軽
減

を
図

る
。

6
 

明
徳

寺
川

の
清

掃
活

動
実

施
回

数
（
回

）
実

施
回

数
（
回

）
実

施
回

数
（
回

）
実

施
回

数
（
回

）

・
 河

川
の

清
掃

を
行

う
。

5
回

8
回

6
回

1
0
回

水
生

生
物

調
査

実
施

箇
所

数
実

施
箇

所
数

実
施

箇
所

数
実

施
箇

所
数

1
8
箇

所
1
7
箇

所
1
4
箇

所
1
7
箇

所
の

べ
参

加
人

数
（
人

）
の

べ
参

加
人

数
（
人

）
の

べ
参

加
人

数
（
人

）
の

べ
参

加
人

数
（
人

）

7
2
4
人

6
9
6
人

5
9
3
人

2
7
3
人

安
城

市

里
川

・
里

海
づ

く
り

ま
ち

づ
く
り

平
成

24
年

度
か

ら
追

加

・
 水

生
生

物
を

指
標

と
し

た
水

質
調

査
の

実
施

と
調

査
へ

の
支

援
。

境
川

等
流

域
森

づ
く
り

愛
知

用
水

土
地

改
良

区

郷
づ

く
り

刈
谷

市

大
府

市

刈
谷

市
・
 合

流
式

下
水

道
の

改
善

の
た

め
、

吐
き

口
対

策
ｽ

ｸ
ﾘ
ｰ

ﾝ
、

遮
集

管
、

雨
水

貯
留

施
設

等
の

設
置

を
行

う
。

刈
谷

市
、

豊
田

市
、

安
城

市
、

大
府

市
、

知
立

市
、

豊
明

市
、

み
よ

し
市

、
東

郷
町

、
東

浦
町

、
県

河
川

課 知
立

建
設

事
務

所
・
 水

域
環

境
の

改
善

を
図

る
と

と
も

に
、

悪
臭

等
の

公
害

防
止

を
図

る
た

め
、

海
底

に
堆

積
し

て
い

る
有

機
汚

泥
を

浚
渫

す
る

。

東
浦

町

流
域

市
町

、
県

水
地

盤
環

境
課

（
※

報
告

機
関

：
県

水
地

盤
環

境
課

）

【
課

題
】

○
上

流
２

市
２

町
（
大

府
市

、
豊

明
市

、
東

郷
町

、
み

よ
し

市
）
は

生
活

排
水

対
策

重
点

地
域

に
指

定
さ

れ
て

お
り

、
生

活
排

水
対

策
の

推
進

が
必

要
と

な
っ

て
い

る
。

○
た

め
池

は
多

面
的

な
機

能
も

持
つ

こ
と

か
ら

、
そ

の
保

全
を

図
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
○

総
合

治
水

対
策

と
し

て
、

雨
水

貯
留

浸
透

施
設

の
設

置
な

ど
が

必
要

で
あ

る
。

○
河

川
周

辺
の

水
辺

は
生

物
の

貴
重

な
生

息
・
生

育
域

で
あ

り
、

水
辺

に
親

し
む

場
所

で
も

あ
る

の
で

、
自

然
環

境
の

保
全

・
再

生
が

必
要

で
あ

る
。

【目
標

】

☆
多

様
な

動
植

物
が

見
ら

れ
る

河
川

環
境

☆
保

水
・
か

ん
養

や
生

物
の

住

＜
上

流
＞

○
魚

の
姿

が
た

く
さ

ん
見

え
る

。
○

水
に

入
っ

て
遊

び
た

く
な

る
水

辺 ○
濁

り
や

色
が

気
に

な
ら

な
い

。
＜

中
・
下

流
＞

○
ヨ

シ
な

ど
河

畔
の

植
物

が
多

く
、

在
来

種
が

多
い

。
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平
成

2
1
年

度
実

績
平

成
2
2
年

度
実

績
平

成
2
3
年

度
実

績
平

成
2
4
年

度
実

績

指
標

と
す

る
項

目
流

域
名

テ
ー

マ
区

分
指

標
と

す
る

取
組

実
施

機
関

名
（
構

成
員

名
）

環
境

保
全

型
農

業
の

推
進

環
境

安
全

推
進

マ
ニ

ュ
ア

ル
導

入
（
産

地
数

）
環

境
安

全
推

進
マ

ニ
ュ

ア
ル

導
入

（
産

地
数

）
環

境
安

全
推

進
マ

ニ
ュ

ア
ル

導
入

（
産

地
数

）
環

境
安

全
推

進
マ

ニ
ュ

ア
ル

導
入

（
産

地
数

）

2
0
産

地
2
4
産

地
2
5
産

地
2
7
産

地
エ

コ
フ

ァ
ー

マ
ー

認
定

数
(人

）
エ

コ
フ

ァ
ー

マ
ー

認
定

数
(人

）
エ

コ
フ

ァ
ー

マ
ー

認
定

数
(人

）
エ

コ
フ

ァ
ー

マ
ー

認
定

数
(人

）

7
2
1
人

7
1
9
人

7
1
1
人

7
0
7
人

調
整

池
の

整
備

整
備

容
量

（
m

3
）

整
備

容
量

（
m

3
）

整
備

容
量

（
m

3
）

整
備

容
量

（
m

3
）

・
 計

画
的

に
調

整
池

を
設

置
し

、
浸

水
被

害
の

軽
減

を
図

る
。

2
,7

6
3
 

4
1
4
 

6
,5

6
7
 

1
1
,8

7
8
 

生
活

排
水

モ
デ

ル
地

区
事

業
学

習
会

参
加

人
数

（
人

）
学

習
会

参
加

人
数

（
人

）
学

習
会

参
加

人
数

（
人

）
学

習
会

参
加

人
数

（
人

）

・
 毎

年
、

油
ケ

淵
流

域
の

１
町

内
会

を
生

活
排

水
モ

デ
ル

地
区

に
指

定
し

、
生

活
排

水
に

関
す

る
学

習
会

及
び

水
質

浄
化

実
施

啓
発

用
品

を
配

布
し

、
7
月

に
実

践
活

動
を

中
心

と
し

た
生

活
排

水
対

策
を

実
施

す
る

。
・
 ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

、
水

質
調

査
を

実
施

し
、

実
践

活
動

の
効

果
を

確
認

す
る

。

1
1
0
人

6
0
人

9
0
人

6
7
人

油
ケ

淵
水

質
浄

化
イ

ベ
ン

ト
の

実
施

（
ア

ク
シ

ョ
ン

in
油

ケ
淵

）
参

加
人

数
（
人

）
参

加
人

数
（
人

）
参

加
人

数
（
人

）
参

加
人

数
（
人

）

・
油

ケ
淵

の
水

質
浄

化
の

取
組

発
表

や
講

演
な

ど
を

行
い

、
油

ケ
淵

地
域

住
民

の
方

々
の

水
質

浄
化

へ
の

意
識

の
高

揚
を

図
る

。
約

4
0
0
人

約
4
0
0
人

約
4
0
0
人

約
3
5
0
人

水
田

貯
留

施
設

の
設

備
整

備
箇

所

・
 流

域
全

体
の

治
水

安
全

度
を

向
上

さ
せ

る
た

め
、

排
水

路
に

調
整

桝
を

設
置

し
、

上
流

の
水

田
の

雨
水

貯
留

機
能

を
増

大
さ

せ
る

こ
と

で
浸

水
被

害
の

軽
減

を
図

る
。

-

油
ケ

淵
の

浄
化

対
策

浄
化

施
設

の
汚

泥
処

理
量

　
〈
安

城
市

〉
浄

化
施

設
の

汚
泥

処
理

量
　

〈
安

城
市

〉
浄

化
施

設
の

汚
泥

処
理

量
　

〈
安

城
市

〉
浄

化
施

設
の

汚
泥

処
理

量
　

〈
安

城
市

〉

-
4
 

4
 

4
 

覆
砂

面
積

（
h
a）

　
〈
知

立
建

設
事

務
所

〉
覆

砂
面

積
（
h
a）

　
〈
知

立
建

設
事

務
所

〉
覆

砂
面

積
（
h
a）

　
〈
知

立
建

設
事

務
所

〉
覆

砂
面

積
（
h
a）

　
〈
知

立
建

設
事

務
所

〉

8
.6

h
a

0
.8

h
a

1
.3

h
a

1
.2

h
a

植
生

浄
化

（
m

）
　

〈
知

立
建

設
事

務
所

〉
植

生
浄

化
（
m

）
　

〈
知

立
建

設
事

務
所

〉
植

生
浄

化
（
m

）
　

〈
知

立
建

設
事

務
所

〉
植

生
浄

化
（
m

）
　

〈
知

立
建

設
事

務
所

〉

1
2
0
m

-
-

-
油

ケ
淵

水
辺

公
園

の
整

備
整

備
状

況
整

備
状

況
整

備
状

況
整

備
状

況

・
 天

然
湖

沼
で

、
広

々
と

し
た

水
面

を
持

つ
油

ヶ
淵

の
特

徴
を

生
か

し
、

周
辺

区
域

を
含

め
て

公
園

と
し

て
整

備
。

・
 環

境
学

習
の

場
の

整
備

。

・
公

園
実

施
設

計
・
橋

梁
詳

細
設

計
・
地

質
調

査
・
希

少
種

保
全

調
査

・
公

園
実

施
設

計
・
公

園
実

施
設

計
・
一

部
造

成
工

事
着

手

港
湾

環
境

整
備

事
業

整
備

面
積

（
h
a）

整
備

面
積

（
h
a）

整
備

面
積

（
h
a）

整
備

面
積

（
h
a）

・
 緑

地
の

整
備

を
行

い
、

憩
い

の
場

の
創

出
を

図
る

。
-

-
-

-
油

ケ
淵

周
辺

の
清

掃
活

動
（
油

ケ
淵

浄
化

デ
ー

）
の

べ
参

加
人

数
（
人

）
の

べ
参

加
人

数
（
人

）
の

べ
参

加
人

数
（
人

）
の

べ
参

加
人

数
（
人

）

3
,3

8
0
人

3
,3

5
0
人

3
,0

5
0
人

4
,0

3
2
人

ご
み

の
量

(k
g)

ご
み

の
量

(k
g)

ご
み

の
量

(k
g)

ご
み

の
量

(k
g)

2
,0

4
0
kg

1
,3

0
0
ｋ
ｇ

3
,7

4
0
ｋ
ｇ

5
,8

6
0
ｋ
ｇ

水
生

生
物

調
査

実
施

箇
所

数
実

施
箇

所
数

実
施

箇
所

数
実

施
箇

所
数

6箇
所

１
箇

所
6箇

所
4
箇

所
の

べ
参

加
人

数
（
人

）
の

べ
参

加
人

数
（
人

）
の

べ
参

加
人

数
（
人

）
の

べ
参

加
人

数
（
人

）

1
1
9
人

2
9
人

2
5
0
人

2
7
3
人

油
ケ

淵
流

域
水

環
境

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

湖
内

C
O

D
(m

g/
L
)

湖
内

C
O

D
(m

g/
L
)

湖
内

C
O

D
(m

g/
L
)

湖
内

C
O

D
(m

g/
L
)

平
均

　
5
.9

m
g/

l
平

均
　

6
.7

m
g/

l
平

均
　

6
.6

m
g/

l
平

均
　

7
.0

m
g/

l
湖

内
底

層
D

O
(m

g/
L
)

湖
内

底
層

D
O

(m
g/

L
)

湖
内

底
層

D
O

(m
g/

L
)

湖
内

底
層

D
O

(m
g/

L
)

平
均

　
5
.7

m
g/

l
平

均
　

5
.3

m
g/

l
平

均
　

5
.5

m
g/

l
平

均
　

9
.0

m
g/

l
湖

内
透

視
度

(c
m

)
湖

内
透

視
度

(c
m

)
湖

内
透

視
度

(c
m

)
湖

内
透

視
度

(c
m

)

平
均

　
3
2
.9

c
m

平
均

　
2
5
.2

c
m

平
均

　
2
8
.9

c
m

平
均

　
2
5
.2

c
m

碧
南

市
、

安
城

市
、

西
尾

市
、

高
浜

市
、

県
水

地
盤

環
境

課
（
※

報
告

機
関

：
県

水
地

盤
環

境
課

）

油
ケ

淵
等

平
成

24
年

度
か

ら
追

加

・
 汚

濁
物

質
を

除
去

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
、

浄
化

施
設

を
整

備
。

・
湖

底
の

ヘ
ド

ロ
を

覆
砂

に
よ

り
封

じ
込

み
、

栄
養

塩
類

の
溶

出
を

防
い

で
水

質
の

浄
化

を
図

る
。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
・油

ヶ
淵

の
湖

岸
や

流
入

河
川

の
水

辺
に

ヨ
シ

等
の

水
生

植
物

を
再

生
さ

せ
、

水
質

の
浄

化
を

図
る

。
（
植

生
浄

化
）

里
川

・
里

海
づ

く
り

安
城

市
、

知
立

建
設

事
務

所

郷
づ

く
り

県
農

業
経

営
課

・
 環

境
に

や
さ

し
い

農
業

を
普

及
さ

せ
る

た
め

の
試

験
研

究
や

調
査

を
実

施
す

る
。

・
 環

境
に

や
さ

し
い

農
業

に
取

り
組

む
農

家
の

活
動

を
支

援
す

る
。

ま
ち

づ
く
り

安
城

市

安
城

市

安
城

市

知
立

建
設

事
務

所

衣
浦

港
務

所

碧
南

市
、

安
城

市
、

西
尾

市
、

高
浜

市
、

県
水

地
盤

環
境

課
（
※

報
告

機
関

：
県

水
地

盤
環

境
課

）

・
 毎

年
7
月

第
4
日

曜
日

に
流

域
4
市

（
碧

南
市

、
安

城
市

、
西

尾
市

、
高

浜
市

）
と

流
域

住
民

が
清

掃
活

動
を

行
う

。

流
域

市
町

、
県

水
地

盤
環

境
課

（
※

報
告

機
関

：
県

水
地

盤
環

境
課

）
・
 水

生
生

物
を

指
標

と
し

た
水

質
調

査
の

実
施

と
調

査
へ

の
支

援
。

碧
南

市
、

安
城

市
、

西
尾

市
、

高
浜

市
、

県
水

地
盤

環
境

課
（
※

報
告

機
関

：
県

水
地

盤
環

境
課

）

・
 流

域
住

民
・
県

・
市

の
連

携
協

働
に

よ
る

水
環

境
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

実
施

す
る

。

【
課

題
】

○
流

域
の

汚
濁

負
荷

量
の

約
７

割
は

生
活

系
で

あ
り

、
生

活
排

水
対

策
を

進
め

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

○
油

ケ
淵

の
流

入
河

川
は

自
流

水
が

少
な

く
、

非
灌

漑
期

に
は

河
川

湖
沼

で
の

汚
濁

が
見

ら
れ

る
こ

と
か

ら
、

地
下

水
の

か
ん

養
機

能
の

回
復

も
必

要
で

あ
る

。

【
目

標
】

☆
湖

畔
の

散
歩

道
に

お
い

て
不

快
に

感
じ

な
く
、

水
辺

で
湖

底
が

見
ら

れ
る

。
☆

湖
内

全
域

で
魚

が
生

息
で

き
る

。

＜
湖

内
＞

○
魚

、
鳥

、
カ

エ
ル

な
ど

、
い

ろ
い

ろ
な

種
類

の
生

き
物

が
た

く
さ

ん
い

る
。

○
透

視
度

３
０

ｃ
ｍ

以
上

、
透

明
度

１
ｍ

以
上

＜
流

入
河

川
＞

○
魚

の
姿

が
た

く
さ

ん
見

え
る

。
○

臭
い

や
、

濁
り

や
色

が
気

に
な

ら
な

い
。
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平
成

2
1
年

度
実

績
平

成
2
2
年

度
実

績
平

成
2
3
年

度
実

績
平

成
2
4
年

度
実

績

指
標

と
す

る
項

目
流

域
名

テ
ー

マ
区

分
指

標
と

す
る

取
組

実
施

機
関

名
（
構

成
員

名
）

水
源

涵
養

林
育

成
事

業
整

備
面

積
（
h
a）

整
備

面
積

（
h
a）

整
備

面
積

（
h
a）

整
備

面
積

（
h
a）

・
 植

樹
祭

で
ヒ

ノ
キ

の
苗

の
植

樹
を

行
う

。
0
.3

h
a

0
.3

h
a

0
.3

h
a

0
.3

h
a

湿
地

の
保

全
保

全
回

数
（
回

）
保

全
回

数
（
回

）
保

全
回

数
（
回

）
保

全
回

数
（
回

）

2
4
回

2
4
回

2
4
回

2
4
回

参
加

人
数

（
人

）
参

加
人

数
（
人

）
参

加
人

数
（
人

）
参

加
人

数
（
人

）

2
4
0
人

2
4
0
人

2
4
0
人

1
6
8
人

－
-

-
-

-
－

-
-

-
-

港
湾

環
境

整
備

事
業

整
備

面
積

（
h
a）

整
備

面
積

（
h
a）

整
備

面
積

（
h
a）

整
備

面
積

（
h
a）

・
 緑

地
の

整
備

を
行

い
、

憩
い

の
場

の
創

出
を

図
る

。
-

-
-

張
芝

１
式

公
衆

便
所

１
式

排
水

工
１

式

矢
勝

川
の

河
川

清
掃

等
実

施
回

数
（
回

）
実

施
回

数
（
回

）
実

施
回

数
（
回

）
実

施
回

数
（
回

）

4
回

　
（
矢

勝
川

の
環

境
を

守
る

会
）

3
回

（
矢

勝
川

の
環

境
を

守
る

会
）

3
回

（
矢

勝
川

の
環

境
を

守
る

会
）

3
回

実
施

箇
所

数
実

施
箇

所
数

実
施

箇
所

数
実

施
箇

所
数

1箇
所

1
箇

所
18

箇
所

1
箇

所
の

べ
参

加
人

数
（
人

）
の

べ
参

加
人

数
（
人

）
の

べ
参

加
人

数
（
人

）
の

べ
参

加
人

数
（
人

）

1
0
7
人

1
0
8
人

2
4
0
人

3
5
人

平
地

川
の

ゴ
ミ

調
査

等
実

施
回

数
（
回

）
実

施
回

数
（
回

）
実

施
回

数
（
回

）
実

施
回

数
（
回

）

4
回

7
回

3
1
回

3
1
回

実
施

箇
所

数
実

施
箇

所
数

実
施

箇
所

数
実

施
箇

所
数

5
箇

所
5
箇

所
2
2
箇

所
1
9
箇

所
の

べ
参

加
人

数
（
人

）
の

べ
参

加
人

数
（
人

）
の

べ
参

加
人

数
（
人

）
の

べ
参

加
人

数
（
人

）

1
7
9
人

2
8
0
人

2
4
9
人

1
7
6
人

水
生

生
物

調
査

実
施

箇
所

数
実

施
箇

所
数

実
施

箇
所

数
実

施
箇

所
数

8箇
所

4
箇

所
4箇

所
4
箇

所
の

べ
参

加
人

数
（
人

）
の

べ
参

加
人

数
（
人

）
の

べ
参

加
人

数
（
人

）
の

べ
参

加
人

数
（
人

）

1
2
0
人

1
0
4
人

9
0
人

6
7
人

三
河

湾
沿

岸
域

（
知

多
半

島
等

）

森
づ

く
り

愛
知

用
水

土
地

改
良

区

郷
づ

く
り

阿
久

比
町

ま
ち

づ
く
り

流
域

市
町

、
県

水
地

盤
環

境
課

（
※

報
告

機
関

：
県

水
地

盤
環

境
課

）
・
 水

生
生

物
を

指
標

と
し

た
水

質
調

査
の

実
施

と
調

査
へ

の
支

援
。

-

衣
浦

港
務

所

半
田

市
・
 矢

勝
川

の
堤

防
と

河
川

敷
に

お
い

て
草

刈
り

を
行

い
、

彼
岸

花
の

少
な

く
な

っ
て

来
た

部
分

に
は

補
植

を
行

う
。

・
 湿

地
・
湿

原
の

保
全

整
備

を
行

う
。

半
田

市
・
地

元
小

中
学

校
の

総
合

学
習

に
お

い
て

。
ゴ

ミ
調

査
、

水
質

調
査

、
海

の
状

態
調

査
を

行
う

。

里
川

・
里

海
づ

く
り

【
課

題
】

○
単

調
な

河
川

環
境

が
見

ら
れ

る
こ

と
か

ら
、

自
然

に
恵

ま
れ

、
う

る
お

い
を

感
じ

る
こ

と
が

で
き

る
川

づ
く
り

が
必

要
と

な
っ

て
い

る
。

○
流

域
に

は
多

く
の

た
め

池
が

見
ら

れ
る

が
、

た
め

池
は

多
面

的
機

能
を

持
つ

こ
と

か
ら

、
そ

の
保

全
を

図
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
○

生
活

排
水

対
策

と
と

も
に

、
農

地
・
畜

産
の

環
境

保
全

対
策

も
重

要
と

な
っ

て
い

る
。

【
目

標
】

☆
水

辺
を

散
歩

し
た

い
川

☆
生

き
物

を
は

ぐ
く
む

た
め

池
を

守
る ○

水
辺

の
緑

が
豊

か
で

、
魚

や
昆

虫
な

ど
が

見
ら

れ
る

川
○

利
水

・
治

水
を

始
め

多
面

的
機

能
を

有
す

る
た

め
池

の
保

全
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